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(57)【要約】
【課題】複数の入力画像を１つの画面に表示する場合に
、表示側装置の処理負荷を軽減すると共に、各画像の画
質低下を抑制し得る表示制御装置、表示装置及び表示シ
ステムを提供する。
【解決手段】モニタ１の画像生成部１２が複数のＰＣか
らの入力画像を適宜に配置した表示用画像を生成して表
示する。制御部１１は、画像表示の解像度に関する情報
を含むＥＤＩＤを各ＰＣへ与えることによって、ＰＣが
出力する画像の解像度を制御する。モニタ１は、解像度
が異なるＥＤＩＤを複数のＰＣに対して与えることがで
きる。制御部１１は、設定受付部１３が設定の変更を受
け付けた場合に、各ＰＣへ新たな設定に応じたＥＤＩＤ
を与えて、変更された設定に応じた解像度の画像を各Ｐ
Ｃに出力させる。ただし制御部１１は、設定変更の前後
で解像度の変更を要しないＰＣに対してはＥＤＩＤを与
えない。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像出力装置が出力した画像がそれぞれに入力される複数の画像入力部と、
　画像表示の解像度に関する情報を含む表示仕様情報を前記画像出力装置へ与えることに
より、該画像出力装置が出力する画像の解像度を制御する制御部と、
　前記複数の画像入力部に入力された複数の画像を適宜に配置した表示用画像を生成する
生成部と
　を備え、
　前記制御部は、一又は複数の画像出力装置に対し、解像度が異なる複数の表示仕様情報
を任意に与えることができるようにしてあり、
　前記生成部が生成した画像を表示部に出力すること
　を特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　前記生成部が生成する表示用画像に係る設定を受け付ける設定受付部を備え、
　前記制御部は、
　前記設定受付部が設定の変更を受け付けた場合に、受け付けた設定に応じた表示仕様情
報を各画像出力装置へ与えるようにしてあると共に、
　前記設定受付部が設定の変更を受け付けた場合であっても、解像度を変更する必要がな
い画像出力装置に対しては表示仕様情報を与えないようにしてあること
　を特徴とする請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記設定受付部が設定の変更を受け付けた場合であっても、前記生成部
が生成する表示用画像において表示の大きさが変わらない画像を出力する画像出力装置に
対しては、表示仕様情報を与えないようにしてあること
　を特徴とする請求項２に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記生成部は、前記表示部の表示領域を複数に分割した各分割領域に、前記複数の画像
入力部に入力された複数の画像を配置した表示用画像を生成するようにしてあり、
　前記設定受付部は、前記分割領域と前記画像入力部に入力された画像との対応付けに係
る設定を受け付けるようにしてあること
　を特徴とする請求項２に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記生成部は、前記表示部の表示領域を複数に分割した各分割領域に、前記複数の画像
入力部に入力された複数の画像を配置した表示用画像を生成するようにしてあり、
　前記設定受付部は、前記表示領域の分割態様に係る設定を受け付けるようにしてあるこ
と
　を特徴とする請求項２に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記生成部は、一の画像の所定領域内に他の画像を配置した表示用画像を生成するよう
にしてあり、
　前記設定受付部は、前記画像入力部に入力された画像と前記一の画像及び前記他の画像
との対応付けに係る設定を受け付けるようにしてあること
　を特徴とする請求項２に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　前記生成部は、一の画像の所定領域内に他の画像を配置した表示用画像を生成するよう
にしてあり、
　前記設定受付部は、前記所定領域の大きさに係る設定を受け付けるようにしてあること
　を特徴とする請求項２に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　画像出力装置が出力した画像がそれぞれに入力される複数の画像入力部と、
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　画像表示の解像度に関する情報を含む表示仕様情報を前記画像出力装置へ与えることに
より、該画像出力装置が出力する画像の解像度を制御する制御部と、
　前記複数の画像入力部に入力された複数の画像を適宜に配置した表示用画像を生成する
生成部と、
　前記生成部が生成する表示用画像に係る設定を受け付ける設定受付部と
　を備え、
　前記制御部は、前記設定受付部が設定の変更を受け付けた場合に、受け付けた設定に応
じた表示仕様情報を各画像出力装置へ与えるようにしてあると共に、前記設定受付部が設
定の変更を受け付けた場合であっても、解像度を変更する必要がない画像出力装置に対し
ては表示仕様情報を与えないようにしてあり、
　前記生成部が生成した画像を表示部に出力すること
　を特徴とする表示制御装置。
【請求項９】
　画像出力装置が出力した画像がそれぞれに入力される複数の画像入力部と、
　画像表示の解像度に関する情報を含む表示仕様情報を前記画像出力装置へ与えることに
より、該画像出力装置が出力する画像の解像度を制御する制御部と、
　前記複数の画像入力部に入力された複数の画像を適宜に配置した表示用画像を生成する
生成部と
　を備え、
　前記制御部は、特定の条件を満たす画像出力装置以外の一又は複数の画像出力装置へ表
示仕様情報を与えるようにしてあり、
　前記生成部が生成した画像を表示部に出力すること
　を特徴とする表示制御装置。
【請求項１０】
　表示部と、
　該表示部に画像を表示する処理を行う請求項１に記載の表示制御装置と
　を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の表示制御装置と、
　該表示制御装置が出力した画像を表示する表示部を有する表示装置と
　を備えること
　を特徴とする表示システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の画像出力装置が出力した複数の画像を適宜に配置して表示部に表示す
る表示制御装置、表示装置及び表示システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置にＰＣ（Personal Computer）などの画像出力装置を複数接続し、複数の画像
出力装置が出力した複数の画像を１つの表示装置に表示するシステムがある（例えば特許
文献１参照）。表示装置においては、例えば表示画面を２分割又は４分割等した各分割領
域に、画像出力装置からの画像が表示される。これはいわゆるＰｂｙＰ（Picture by Pic
ture）と呼ばれる機能である。また表示装置においては、例えば一の画像中の所定領域に
ウインドウなどが設けられ、このウインドウ内に他の画像が表示される。これはいわゆる
ＰｉｎＰ（Picture in Picture）と呼ばれる機能である。近年の表示装置は大型化してお
り、ＰｂｙＰ機能及びＰｉｎＰ機能等によって大型の表示装置をより効果的に利用するこ
とが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特許第４５２５６１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　１つの表示装置の表示画面に複数の入力画像を適宜に配置して表示した場合、各画像は
本来のサイズよりも縮小されて表示されることとなる。縮小されて表示された画像は、例
えば文字の視認性が低下するなど、画質が低下する虞がある。また入力された画像を縮小
する画像処理を表示装置が行うことにより、表示装置の処理負荷が増大する虞がある。
【０００５】
　本発明は、斯かる事情に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、複数
の入力画像を１つの表示画面に表示する場合に、表示側の装置の処理負荷を軽減すると共
に、各画像の画質低下を抑制し得る表示制御装置、表示装置及び表示システムを提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る表示制御装置は、画像出力装置が出力した画像がそれぞれに入力される複
数の画像入力部と、画像表示の解像度に関する情報を含む表示仕様情報を前記画像出力装
置へ与えることにより、該画像出力装置が出力する画像の解像度を制御する制御部と、前
記複数の画像入力部に入力された複数の画像を適宜に配置した表示用画像を生成する生成
部とを備え、前記制御部は、一又は複数の画像出力装置に対し、解像度が異なる複数の表
示仕様情報を任意に与えることができるようにしてあり、前記生成部が生成した画像を表
示部に出力することを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明に係る表示制御装置は、前記生成部が生成する表示用画像に係る設定を受
け付ける設定受付部を備え、前記制御部は、前記設定受付部が設定の変更を受け付けた場
合に、受け付けた設定に応じた表示仕様情報を各画像出力装置へ与えるようにしてあると
共に、前記設定受付部が設定の変更を受け付けた場合であっても、解像度を変更する必要
がない画像出力装置に対しては表示仕様情報を与えないようにしてあることを特徴とする
。
【０００８】
　また、本発明に係る表示制御装置は、前記制御部が、前記設定受付部が設定の変更を受
け付けた場合であっても、前記生成部が生成する表示用画像において表示の大きさが変わ
らない画像を出力する画像出力装置に対しては、表示仕様情報を与えないようにしてある
ことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係る表示制御装置は、前記生成部が、前記表示部の表示領域を複数に分
割した各分割領域に、前記複数の画像入力部に入力された複数の画像を配置した表示用画
像を生成するようにしてあり、前記設定受付部は、前記分割領域と前記画像入力部に入力
された画像との対応付けに係る設定を受け付けるようにしてあることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明に係る表示制御装置は、前記生成部が、前記表示部の表示領域を複数に分
割した各分割領域に、前記複数の画像入力部に入力された複数の画像を配置した表示用画
像を生成するようにしてあり、前記設定受付部は、前記表示領域の分割態様に係る設定を
受け付けるようにしてあることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明に係る表示制御装置は、前記生成部が、一の画像の所定領域内に他の画像
を配置した表示用画像を生成するようにしてあり、前記設定受付部は、前記画像入力部に
入力された画像と前記一の画像及び前記他の画像との対応付けに係る設定を受け付けるよ
うにしてあることを特徴とする。
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【００１２】
　また、本発明に係る表示制御装置は、前記生成部が、一の画像の所定領域内に他の画像
を配置した表示用画像を生成するようにしてあり、前記設定受付部は、前記所定領域の大
きさに係る設定を受け付けるようにしてあることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係る表示制御装置は、画像出力装置が出力した画像がそれぞれに入力さ
れる複数の画像入力部と、画像表示の解像度に関する情報を含む表示仕様情報を前記画像
出力装置へ与えることにより、該画像出力装置が出力する画像の解像度を制御する制御部
と、前記複数の画像入力部に入力された複数の画像を適宜に配置した表示用画像を生成す
る生成部と、前記生成部が生成する表示用画像に係る設定を受け付ける設定受付部とを備
え、前記制御部は、前記設定受付部が設定の変更を受け付けた場合に、受け付けた設定に
応じた表示仕様情報を各画像出力装置へ与えるようにしてあると共に、前記設定受付部が
設定の変更を受け付けた場合であっても、解像度を変更する必要がない画像出力装置に対
しては表示仕様情報を与えないようにしてあり、前記生成部が生成した画像を表示部に出
力することを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明に係る表示制御装置は、画像出力装置が出力した画像がそれぞれに入力さ
れる複数の画像入力部と、画像表示の解像度に関する情報を含む表示仕様情報を前記画像
出力装置へ与えることにより、該画像出力装置が出力する画像の解像度を制御する制御部
と、前記複数の画像入力部に入力された複数の画像を適宜に配置した表示用画像を生成す
る生成部とを備え、前記制御部は、特定の条件を満たす画像出力装置以外の一又は複数の
画像出力装置へ表示仕様情報を与えるようにしてあり、前記生成部が生成した画像を表示
部に出力することを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明に係る表示装置は、表示部と、該表示部に画像を表示する処理を行う上述
の表示制御装置とを備えることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明に係る表示システムは、上述の表示制御装置と、該表示制御装置が出力し
た画像を表示する表示部を有する表示装置とを備えることを特徴とする。
【００１７】
　本発明においては、複数の画像出力装置からの出力画像が表示制御装置へ入力され、表
示制御装置が複数の入力画像を適宜に配置した表示用画像を生成して表示部に表示する処
理を行う。表示制御装置は、画像表示の解像度に関する情報を含む表示仕様情報を各画像
出力装置へ与えることによって、画像出力装置が出力する画像を制御する。このときに表
示制御装置は、解像度が異なる複数の表示仕様情報を一又は複数の画像出力装置に対して
任意に与えることができる。
　これにより表示制御装置は、表示用画像における各入力画像の解像度に適した表示仕様
情報を各画像出力装置へ与え、各画像出力装置に所望の解像度の画像を出力させることが
できる。表示用画像における各入力画像の解像度がそれぞれ異なるものであっても、表示
制御装置は解像度が異なる表示仕様情報を各画像出力装置へ与えることが可能である。表
示制御装置は、所望の解像度の入力画像を取得することができ、画像の縮小処理を行うこ
となく表示用画像を生成して表示部に表示することができる。
【００１８】
　また、本発明においては、表示制御装置が表示用画像に係る設定を受け付けて、受け付
けた設定に応じた表示用画像を生成して表示部に表示する。例えば表示領域を複数に分割
して各分割領域に画像を表示する場合（ＰｂｙＰ機能）、各分割領域と表示する入力画像
との対応付けに係る設定、又は、表示領域の分割態様に係る設定等を表示制御装置が受け
付けることができる。また例えば一の画像の所定領域内に他の画像を配置した画像表示を
行う場合（ＰｉｎＰ機能）、一の画像及び他の画像と入力画像との対応付けに係る設定、
又は、所定領域の大きさに係る設定等を表示制御装置が受け付けることができる。これら
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の設定は、表示する各画像の解像度が変更される可能性がある設定である。
　表示制御装置はこれらの設定の変更を受け付けた場合に、各画像出力装置へ新たな設定
に応じた表示仕様情報を与えて、変更された設定に応じた解像度の画像を各画像出力装置
に出力させる。ただし表示制御装置は、表示用画像における表示の大きさが変わらない画
像を出力する画像出力装置など、設定変更の前後で解像度の変更を要しない画像出力装置
に対しては表示仕様情報を与えない。これにより画像出力装置側の処理負荷の増大を抑制
することができる。
【００１９】
　また、本発明において表示制御装置は、特定の条件を満たす画像出力装置に対しては表
示仕様情報を与えず、これ以外の画像出力装置へは表示仕様情報を与える。例えば特定の
条件には、上述のように設定が変更されても解像度が変更されない画像を出力する画像出
力装置、ユーザが指定した画像出力装置、又は、表示仕様情報に応じた画像出力に対応し
ていない画像出力装置等が考えられる（ただしこれら以外の条件であってもよい）。これ
により、特定の画像出力装置の処理負荷軽減又は誤動作防止等を実現し得る。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明による場合は、表示仕様情報を画像出力装置に与えて出力画像を制御することに
より、表示制御装置の処理負荷を軽減することができると共に、表示画像の画質低下を抑
制することができる。また本発明による場合は、設定変更がなされた場合に表示仕様情報
を各画像出力装置へ与えるが、解像度の変更を要しない画像出力装置へは表示仕様情報を
与えない構成とすることにより、画像出力装置の処理負荷を軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本実施の形態に係る表示システムの構成を示す模式図である。
【図２】モニタの構成を示すブロック図である。
【図３】ＰＣの構成を示すブロック図である。
【図４】ＰｂｙＰ機能を説明するための模式図である。
【図５】ＥＤＩＤの一例を示す模式図である。
【図６】ＰｂｙＰ機能におけるＥＤＩＤの変化の一例を説明するための模式図である。
【図７】ＰｂｙＰ機能におけるＥＤＩＤの変化の一例を説明するための模式図である。
【図８】ＰｉｎＰ機能を説明するための模式図である。
【図９】モニタによる設定変更に伴う表示制御処理の手順を示すフローチャートである。
【図１０】設定変更画面の表示例である。
【図１１】設定変更画面の表示例である。
【図１２】設定変更画面の表示例である。
【図１３】変形例１に係る表示システムの構成を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
＜システム構成＞
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づき具体的に説明する。図１は、本実施
の形態に係る表示システムの構成を示す模式図である。本実施の形態に係る表示システム
は、１つのモニタ１に対して４つのＰＣ５を接続することが可能である。各ＰＣ５は、各
々の処理に応じて表示用の画像を生成してモニタ１へ出力する。モニタ１は、４つのＰＣ
５から入力される４つの画像を適宜に配置した表示用画像を生成して表示部２に表示する
。図示の例では、モニタ１は表示部２の表示領域を４分割し、各分割領域に各ＰＣ５から
の入力画像を表示している。なおモニタ１による複数の画像の表示態様、例えば表示領域
を何分割するか、及び、いずれの分割領域にいずれのＰＣ５の画像を表示するか等は、ユ
ーザが好みに応じて設定することが可能である。
【００２３】
　図２は、モニタ１の構成を示すブロック図である。本実施の形態に係るモニタ１は、表
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示部２と、この表示部２に画像を表示する制御を行う表示制御部１０とを備えて構成され
ている。表示部２は、例えば液晶パネルを用いて構成され、表示制御部１０から与えられ
た画像信号に基づいて画像表示を行う。表示制御部１０は、制御部１１、画像生成部１２
、設定受付部１３、記憶部１４、４つの入出力部１５及び４つのＥＤＩＤ（Extended Dis
play Identification Data）記憶部１６を有している。
【００２４】
　制御部１１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）又はマイクロコントローラ等の演
算処理装置を用いて構成され、画像表示に係る種々の制御処理及び演算処理等を行う。画
像生成部１２は、入出力部１５から与えられる一又は複数の画像に基づいて表示用の画像
を生成し、生成した表示用画像を画像信号として表示部２へ出力することにより画像表示
を行う。制御部１１は、画像生成部１２に対して制御命令を与えることにより、表示部２
における画像の表示態様を制御することができる。
【００２５】
　設定受付部１３は、例えばモニタ１の筐体に設けられた一又は複数のプッシュボタンに
対するユーザの操作を受け付けることにより、モニタ１の画像表示に関する種々の設定を
受け付ける。設定受付部１３は、受け付けた操作の内容などを制御部１１へ通知する。な
お本実施の形態においては、設定受付の際には表示部２に設定メニューなどが表示される
。制御部１１は、受け付けた設定を記憶部１４の設定記憶部１４ｂに記憶すると共に、受
け付けた設定に応じて画像生成部１２の動作を制御すべく制御命令を与える。
【００２６】
　記憶部１４は、ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Read Only Memor
y）又はフラッシュメモリ等のデータ書き換え可能な不揮発性のメモリ素子を用いて構成
されている。記憶部１４は、制御部１１の制御処理に必要な種々のデータが記憶される。
本実施の形態において記憶部１４は、全ＥＤＩＤ記憶部１４ａ及び設定記憶部１４ｂを含
んでいる。全ＥＤＩＤ記憶部１４ａは、本システムにて用いられるＥＤＩＤの全パターン
を記憶している。設定記憶部１４ｂは、設定受付部１３にて受け付けられた設定を記憶す
る。
【００２７】
　ＥＤＩＤは、例えばモニタ１の製造元、機種名、製造番号及び製造年月日等の製造に関
する情報と、モニタ１の表示の解像度、水平周波数、垂直周波数及びクロック周波数等の
表示に必要な情報とを含むデータである。ＰＣ５は、例えば起動時又はモニタ１にケーブ
ル接続された際等に、モニタ１からＥＤＩＤを取得することで、モニタ１の表示に適した
画像を出力することができる。
【００２８】
　入出力部１５は、信号伝達用のケーブルを接続するための端子を有しており、ケーブル
を介してＰＣ５に接続される。本実施の形態においてモニタ１は４つの入出力部１５を有
しており、４台のＰＣ５を接続することが可能である。入出力部１５は、ＰＣ５が出力し
た画像信号が入力され、入力された画像信号に係る画像を画像生成部１２へ与える。また
入出力部１５は、接続されたケーブルを介してＰＣ５へ情報を出力することができる。本
実施の形態において入出力部１５は、ＥＤＩＤ記憶部１６に記憶されたＥＤＩＤを、ケー
ブルを介して接続されたＰＣ５へ出力する。
【００２９】
　ＥＤＩＤ記憶部１６は、ＥＥＰＲＯＭなどのデータ書き換え可能な不揮発性のメモリ素
子を用いて構成されている。ただしＥＤＩＤ記憶部１６は、ＳＲＡＭ（Static Random Ac
cess Memory）又はＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）等のデータ書き換え可能
な揮発性のメモリ素子を用いて構成してもよい。本実施の形態においてモニタ１は４つの
ＥＤＩＤ記憶部１６を有しており、入出力部１５に１対１に対応付けて設けられている。
ＥＤＩＤ記憶部１６は、制御部１１から与えられたＥＤＩＤを記憶する。なお制御部１１
は、４つのＥＤＩＤ記憶部１６に対して、それぞれ異なるＥＤＩＤを記憶することができ
る。ＥＤＩＤ記憶部１６に記憶されたＥＤＩＤは、対応する入出力部１５からＰＣ５へ出
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力される。
【００３０】
　図３は、ＰＣ５の構成を示すブロック図である。なお本図においては、ＰＣ５において
画像表示に関する機能ブロックを図示し、これ以外の機能ブロックについては図示を省略
してある。また本図においては、１つのＰＣ５の構成を図示するが、他のＰＣ５について
も同様の構成である。本実施の形態に係るＰＣ５は、処理部５１、操作部５２、画像生成
部５３、入出力部５４及びＥＤＩＤ記憶部５５等を備えて構成されている。
【００３１】
　処理部５１は、ＣＰＵ又はＭＰＵ（Micro-Processing Unit）等の演算処理装置を用い
て構成されている。処理部５１は、図示しないハードディスクなどに記憶されたプログラ
ムを読み出して実行することにより、種々の処理を行う。操作部５２は、例えばマウス又
はキーボード等の入力装置にてユーザの操作を受け付けて、受け付けた操作内容などを処
理部５１へ通知する。画像生成部５３は、処理部５１の処理に応じて、モニタ１に表示す
る画像を生成する。
【００３２】
　入出力部５４は、信号伝達用のケーブルを接続するための端子を有しており、ケーブル
を介してモニタ１に接続される。入出力部５４は、画像生成部５３が生成した画像に係る
画像信号をケーブルに出力することによって、モニタ１へ画像を出力する。また入出力部
５４は、接続されたケーブルを介してモニタ１から情報が入力される。本実施の形態にお
いて入出力部５４には、モニタ１からＥＤＩＤが入力される。入出力部５４は、入力され
たＥＤＩＤをＥＤＩＤ記憶部５５に記憶する。
【００３３】
　ＥＤＩＤ記憶部５５は、ＥＥＰＲＯＭ、ＳＲＡＭ若しくはＤＲＡＭ等のメモリ素子を用
いて構成されるか、又は、ＰＣ５のキャッシュメモリ、メインメモリ又はハードディスク
等の記憶領域の一部分を利用して設けられる。ＥＤＩＤ記憶部５５は、入出力部５４にモ
ニタ１から入力されたＥＤＩＤを記憶する。ＥＤＩＤ記憶部５５に記憶されたＥＤＩＤは
画像生成部５３へ与えられる。画像生成部５３は、与えられたＥＤＩＤに応じて、画像の
解像度など生成する画像の仕様を決定する。
【００３４】
　本実施の形態に係る表示システムは、４つのＰＣ５が出力する４つの画像のうち、一又
は複数の画像を同時的に１つのモニタ１に表示することができる。表示の方法は、モニタ
１の表示画面を複数に分割するＰｂｙＰと、一の画像上に他の画像を重ねて表示するＰｉ
ｎＰとの２種類が選択可能である。以下、本実施の形態に係る表示システムによるＰｂｙ
Ｐ機能及びＰｉｎＰ機能について説明する。
【００３５】
＜ＰｂｙＰ機能＞
　図４は、ＰｂｙＰ機能を説明するための模式図である。本実施の形態に係る表示システ
ムでは、モニタ１の表示画面を２分割、３分割又は４分割して複数の画像を表示すること
ができる。図４Ａの２分割レイアウト１は、表示画面を上下に２分割して、２つのＰＣ５
の出力画像を各分割領域に適宜に割り当てて表示するレイアウトである。４つのＰＣ５の
うちのいずれの２つの出力画像を表示するか、及び、各分割領域にいずれのＰＣ５の出力
画像を割り当てるかは、ユーザが好みに応じて設定することができる。図４Ｂの２分割レ
イアウト２は、表示画面を左右に２分割して、２つのＰＣ５の出力画像を各分割領域に適
宜に割り当てて表示するレイアウトである。
【００３６】
　また図４Ｃの３分割レイアウト１は、図４Ｂの２分割レイアウト２の右側領域を更に上
下に２分割して、３つのＰＣ５の出力画像を各分割領域に適宜に割り当てて表示するレイ
アウトである。図４Ｄの３分割レイアウト２は、図４Ｂの２分割レイアウト２の左側領域
を更に上下に２分割して、３つのＰＣ５の出力画像を各分割領域に適宜に割り当てて表示
するレイアウトである。図４Ｅの４分割レイアウトは、表示画面を上下左右に４分割して
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、４つのＰＣ５の出力画像を各分割領域に適宜に割り当てて表示するレイアウトである。
【００３７】
　なお本明細書において表示画面の解像度を横方向画素数×縦方向画素数で表し、本実施
の形態に係るモニタ１の表示画面の解像度は３８４０×２１６０であるものとする。各Ｐ
Ｃ５は、少なくとも解像度が３８４０×２１６０の画像を生成して出力することができる
ものとする。モニタ１の表示画面全体を利用して１つのＰＣ５の出力画像を表示する場合
（いわゆるシングル表示の場合）、ＰＣ５は解像度が３８４０×２１６０の画像を出力し
、モニタ１は入力された画像を解像度の変更などを行うことなく表示部２に表示すること
ができる。
【００３８】
　ＰｂｙＰ機能により表示画面を分割した場合、各分割領域の解像度は３８４０×２１６
０より小さくなる。そこで本実施の形態に係るモニタ１は、各分割領域に適した解像度の
画像を各ＰＣ５に出力させるよう、各ＰＣ５の動作を制御する。モニタ１は、記憶部１４
の全ＥＤＩＤ記憶部１４ａに、解像度が異なる複数のＥＤＩＤを記憶している。モニタ１
の制御部１１は、分割領域とこの分割領域に画像を表示するＰＣ５との対応に基づいて、
各分割領域に適した解像度のＥＤＩＤを全ＥＤＩＤ記憶部１４ａからそれぞれ読み出す。
制御部１１は、分割領域毎に読み出したＥＤＩＤを、各分割領域に対応付けられたＰＣ５
が接続された入出力部１５に応じたＥＤＩＤ記憶部１６に記憶する。制御部１１は、入出
力部１５にてＰＣ５との接続を電気的に遮断し、その後に接続を復帰させる。
【００３９】
　これによりＰＣ５は、モニタ１との接続が遮断されるため、モニタ１と再接続された場
合にＥＤＩＤの取得を行う。ＰＣ５はモニタ１へＥＤＩＤの取得要求を与え、これに応じ
てモニタ１の入出力部１５からＥＤＩＤ記憶部１６に記憶されたＥＤＩＤがＰＣ５へ出力
される。ＰＣ５は、モニタ１から取得したＥＤＩＤをＥＤＩＤ記憶部５５に記憶し、この
ＥＤＩＤに応じた解像度の画像を画像生成部５３が生成して入出力部５４からモニタ１へ
出力する。
【００４０】
　このようにモニタ１の制御部１１は、ＥＤＩＤ記憶部１６にＥＤＩＤを記憶した後に入
出力部１５にてＰＣ５との接続の遮断及び復帰を行うことにより、所望の解像度のＥＤＩ
ＤをＰＣ５へ与えることができる。また制御部１１は、４つのＥＤＩＤ記憶部１６にそれ
ぞれ異なる解像度のＥＤＩＤを記憶することができ、４つのＰＣ５にそれぞれ異なる解像
度の画像を出力させることができる。これによりモニタ１の画像生成部１２は、各分割領
域に適した解像度の画像をＰＣ５から取得することができ、画像の縮小処理を行うことな
く、図４に示したＰｂｙＰの画像表示を行うことができる。なお制御部１１は、モニタ１
の起動時、及び、設定受付部１３にてＰｂｙＰに関する設定変更が行われた場合等に、Ｅ
ＤＩＤをＰＣ５へ与える処理を行う。
【００４１】
　例えばモニタ１及びＰＣ５がＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface：登録
商標）ケーブルを介して接続され、ＨＤＭＩの通信規格による情報の送受信を行う構成で
ある場合について、モニタ１及びＰＣ５の間でのＥＤＩＤの授受方法を簡単に説明する。
ＨＤＭＩケーブルには、画像信号を送受信するためのラインの他に、機器の接続の有無を
検知するためのＨＰＤ（Hot Plug Detect）ライン及びデータの送受信を行うためのＤＤ
Ｃ（Display Data Channel）ラインが含まれている。ＨＰＤラインはホットプラグ検出信
号を伝達するためのラインであり、ＤＤＣラインはＥＤＩＤなどのデータを伝達するため
のラインである。
【００４２】
　モニタ１は、電源オンなどによる起動処理にてホットプラグ検出信号をロウレベルから
ハイレベルへ変化させる。ＰＣ５は、ＨＰＤラインのホットプラグ検出信号を監視してお
り、ホットプラグ検出信号がハイレベルへ変化した場合に、モニタ１が接続されたと判断
する。その後、ＰＣ５は、ＤＤＣラインを介してモニタ１のＥＤＩＤ記憶部１６に記憶さ
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れたＥＤＩＤを取得し、取得したＥＤＩＤの解像度での画像の生成及び出力を行う。
【００４３】
　またモニタ１は、ＰｂｙＰに関する設定変更が行われ、ＰＣ５からの入力画像の解像度
を変更する必要が生じた場合、ホットプラグ検出信号をロウレベルへ変化させ、新たなＥ
ＤＩＤをＥＤＩＤ記憶部１６に記憶した後、ホットプラグ検出信号をハイレベルへ変化さ
せる。これによりＰＣ５は、モニタ１との接続が遮断され、その後に再接続されたと判断
する。ＰＣ５は、ＤＤＣラインを介してモニタ１から新たなＥＤＩＤを取得し、出力する
画像の解像度を変更する。このようにモニタ１は、ホットプラグ検出信号を制御すること
により、ＰＣ５に対してＥＤＩＤの取得を行わせ、出力画像の解像度変更を行わせること
ができる。
【００４４】
　図５は、ＥＤＩＤの一例を示す模式図である。本実施の形態に係る表示システムにおい
ては、解像度が異なる５種のＥＤＩＤが用いられる。例えばタイプ１のＥＤＩＤは、解像
度が３８４０×２１６０であり、モニタ１の表示部２の全体に相当する。タイプ２のＥＤ
ＩＤは、解像度が１９２０×１０８０であり、表示部２の表示領域の１／４のサイズであ
る。タイプ３のＥＤＩＤは、解像度が１９２０×２１６０であり、表示部２の表示領域を
左右に２分割した場合の縦長領域に相当する。タイプ４のＥＤＩＤは、解像度が３８４０
×１０８０であり、表示部２の表示領域を上下に２分割した場合の横長領域に相当する。
タイプ５のＥＤＩＤは、解像度が１２８０×７２０であり、タイプ２よりも更に小さいサ
イズである。
【００４５】
　モニタ１の全表示領域を利用して１つのＰＣ５の出力画像を表示する場合には、タイプ
１のＥＤＩＤが用いられる。ＰｂｙＰ機能による分割表示を行う場合には、タイプ２，３
，４のＥＤＩＤが用いられる。また後述のＰｉｎＰ機能による表示を行う場合には、タイ
プ１，２，５のＥＤＩＤが用いられる。
【００４６】
　図６及び図７は、ＰｂｙＰ機能におけるＥＤＩＤの変化の一例を説明するための模式図
である。なお本例では、モニタ１の４つの入出力部１５に対してポート１～４の名称を付
して区別する。また本図の左側には、入出力部１５のポート番号と、各ポートに対して与
えられるＥＤＩＤのタイプと、このポートへの入力画像を表示するか否かとを対応付けた
表を記載してある。本図の右側には、ＰｂｙＰ機能による表示画面のレイアウトを図示す
ると共に、各分割領域に表示される画像がいずれのポートのものであるかを、各分割領域
にポート番号を付して示してある。
【００４７】
　本例では、最初に図４Ｄに示した３分割レイアウト２が選択されているものとし、左上
領域にポート１の画像が表示され、左下領域にポート２の画像が表示され、右側領域にポ
ート３の画像が表示されるよう対応付けがなされているものとする（図６上段参照）。こ
のとき、ポート１及びポート２の入出力部１５に接続されたＰＣ５には、タイプ２のＥＤ
ＩＤが与えられる。ポート３に接続されたＰＣ５には、タイプ３のＥＤＩＤが与えられる
。非表示のポート４に接続されたＰＣ５ついては、いずれのＥＤＩＤが与えられていても
よいが、本例ではタイプ１のＥＤＩＤが与えられているものとする。
【００４８】
　次いで、ユーザがＰｂｙＰ機能の設定変更操作を行い、図４Ａに示した２分割レイアウ
ト１へのレイアウト変更が行われたものとする。また２分割レイアウト１において上側領
域にはポート２が割り当てられ、下側領域にはポート３が割り当てられているものとする
（図６下段参照）。モニタ１の制御部１１は、ポート２及びポート３に接続されたＰＣ５
の出力画像の解像度を変更する必要があるため、タイプ４のＥＤＩＤを全ＥＤＩＤ記憶部
１４ａから読み出し、ポート２及びポート３に対応するＥＤＩＤ記憶部１６にタイプ４の
ＥＤＩＤを記憶して、ポート２及びポート３に接続されたＰＣ５にＥＤＩＤの取得を行わ
せる。なお非表示のポート１及びポート４に接続されたＰＣ５については、解像度の変更
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を行う必要はないため、制御部１１によるＥＤＩＤの変更などは行われない。
【００４９】
　次いで、ユーザがＰｂｙＰ機能の設定変更操作を行い、２分割レイアウト１に対するポ
ートの割り当て変更が行われたものとする。２分割レイアウト１の上側領域にポート４が
割り当てられ、下側領域にポート２が割り当てられたものとする（図７上段参照）。この
ときに制御部１１は、非表示のポート１及びポート３については、ＥＤＩＤの変更などを
行わない。また下側領域に割り当てられたポート２についても、解像度を変更する必要は
ないため、制御部１１は、ＥＤＩＤの変更などを行わない。これに対して上側領域に割り
当てられたポート４は、ＥＤＩＤをタイプ１からタイプ４へ変更する必要がある。このた
め制御部１１は、ポート４に対応するＥＤＩＤ記憶部１６にタイプ４のＥＤＩＤを記憶し
て、ポート４に接続されたＰＣ５にＥＤＩＤの取得を行わせる。
【００５０】
　次いで、ユーザがＰｂｙＰ機能の設定変更操作を行い、図４Ｅに示した４分割レイアウ
トへのレイアウト変更が行われたものとする。４分割レイアウトの左上領域にポート１が
割り当てられ、左下領域にポート２が割り当てられ、右上領域にポート３が割り当てられ
、右下領域にポート４が割り当てられているものとする（図７下段参照）。このときに制
御部１１は、全てのポートに対してタイプ２のＥＤＩＤを与える必要がある。ただしポー
ト１は既にタイプ２のＥＤＩＤが与えられているため、制御部１１は、ポート１について
はＥＤＩＤの変更などを行わない。制御部１１は、ポート２～４に対応するＥＤＩＤ記憶
部１６にタイプ２のＥＤＩＤを記憶して、ポート２～４に接続されたＰＣ５にＥＤＩＤの
取得を行わせる。
【００５１】
　このように本実施の形態に係るモニタ１は、４つの入出力部１５に接続された４つのＰ
Ｃ５に対して、それぞれ解像度が異なるＥＤＩＤを与えることができる。ＰｂｙＰ機能の
レイアウト変更又は分割領域に対するポートの割り当て変更等の設定変更が行われた場合
に、モニタ１の制御部１１は、変更された設定に応じたＥＤＩＤを各ＰＣ５へ与えること
により、各ＰＣ５が出力する画像の解像度を制御する。これによりＰｂｙＰ機能において
モニタ１の処理負荷が増大することを防止でき、複数画像の表示品質を向上することがで
きる。ただし制御部１１は、設定変更により解像度を変更する必要があるＰＣ５へ新たな
ＥＤＩＤを与えるが、解像度を変更する必要がないＰＣ５へはＥＤＩＤを与えない。これ
により解像度変更の必要がないＰＣ５において処理負荷が増大することを防止できる。
【００５２】
＜ＰｉｎＰ機能＞
　図８は、ＰｉｎＰ機能を説明するための模式図である。本実施の形態に係る表示システ
ムでは、モニタ１の表示画面全体に一のＰＣ５の出力画像を表示すると共に、この画像の
所定領域上にウインドウを設けて、このウインドウ内に他のＰＣ５の出力画像を表示する
ことができる。ユーザは、表示するウインドウについて、大きいウインドウ（図８Ａ参照
）又は小さいウインドウ（図８Ｂ参照）のいずれかを選択することができる。図示は省略
するが、ウインドウの表示位置は、右上、右下、左上または左下の４か所から選択するこ
とが可能である。またユーザは、表示画面全体に表示するメイン画像及びウインドウに表
示するサブ画像と、ポート１～４との対応を好みに応じて設定することができる。
【００５３】
　ＰｉｎＰ機能においてモニタ１の制御部１１は、表示部２の全体に表示するメイン画像
に設定されたポートに接続されたＰＣ５に対して、図５に示したタイプ１のＥＤＩＤを与
える。また制御部１１は、ウインドウに表示するサブ画像に設定されたポートに接続され
たＰＣ５に対して、タイプ２又はタイプ５のＥＤＩＤを与える。即ち制御部１１は、大ウ
インドウによる表示を行う場合にはタイプ２のＥＤＩＤをＰＣ５に与え、小ウインドウに
よる表示を行う場合にはタイプ５のＥＤＩＤを与える。
【００５４】
　本実施の形態に係るモニタ１の制御部１１は、ＰｉｎＰ機能のウインドウサイズ変更、
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又は、メイン画像及びサブ画像の割り当て変更等の設定変更が行われた場合に、変更され
た設定に応じてＥＤＩＤを各ＰＣ５へ与える。即ち制御部１１は、変更対象のＰＣ５が接
続された入出力部１５に対応するＥＤＩＤ記憶部１６に新たなＥＤＩＤを記憶すると共に
、入出力部１５にてＰＣ５との接続を遮断し、その後に接続を復帰させることにより、Ｐ
Ｃ５に新たなＥＤＩＤを取得させる。これにより制御部１１は、各ＰＣ５が出力する画像
の解像度を制御する。
【００５５】
　ただし制御部１１は、ＰｉｎＰ機能に関する設定変更がなされた場合に、出力画像の解
像度を変更する必要があるＰＣ５に対しては新たなＥＤＩＤを与えるが、解像度を変更す
る必要がないＰＣ５に対してはＥＤＩＤを与えない。例えばウインドウサイズの変更がな
された場合、制御部１１は、ウインドウ内のサブ画像を出力するＰＣ５に対して新たなＥ
ＤＩＤを与えるが、メイン画像を出力するＰＣ５に対してＥＤＩＤを与える必要はない。
またウインドウの表示位置が変更された場合には、制御部１１は、解像度を変更する必要
はないため、ＰＣ５へＥＤＩＤを与える必要はない。
【００５６】
＜フローチャート＞
　次に、フローチャートを用いて本実施の形態に係る表示システムのモニタ１が行う処理
の手順を説明する。図９は、モニタ１による設定変更に伴う表示制御処理の手順を示すフ
ローチャートである。なお本フローチャートに示す処理は、ＰｂｙＰ機能及びＰｉｎＰ機
能のいずれの場合であっても共通の処理である。モニタ１の制御部１１は、設定受付部１
３にてＰｂｙＰ機能又はＰｉｎＰ機能に関する設定変更を受け付けたか否かを判定する（
ステップＳ１）。設定変更を受け付けていない場合（Ｓ１：ＮＯ）、制御部１１は、設定
変更を受け付けるまで待機する。設定変更を受け付けた場合（Ｓ１：ＹＥＳ）、制御部１
１は、変数ｉの値を１に初期化する（ステップＳ２）。なお変数ｉは、処理対象のポート
の番号を示す変数であり、例えば制御部１１のレジスタ又はメモリ等の記憶領域を利用し
て実現される。
【００５７】
　制御部１１は、ポートｉを処理対象として選択する（ステップＳ３）。制御部１１は、
レイアウトの設定又は領域に対するポート割り当ての設定等に基づいて、ポートｉに入力
される画像を表示すべきか否かを判定する（ステップＳ４）。ポートｉの入力画像を表示
すべきでないと判定した場合（Ｓ４：ＮＯ）、制御部１１は、ステップＳ９へ処理を進め
る。ポートｉの入力画像を表示すべきと判定した場合（Ｓ４：ＹＥＳ）、制御部１１は、
ポートｉの解像度を変更する必要があるか否かを更に判定する（ステップＳ５）。ポート
ｉの解像度を変更する必要がないと判定した場合（Ｓ５：ＮＯ）、制御部１１は、ステッ
プＳ９へ処理を進める。
【００５８】
　ポートｉの解像度を変更する必要があると判定した場合（Ｓ５：ＹＥＳ）、制御部１１
は、記憶部１４の全ＥＤＩＤ記憶部１４ａから、設定変更後のポートｉの解像度に適した
ＥＤＩＤを読み出す（ステップＳ６）。制御部１１は、読み出したＥＤＩＤを、ポートｉ
に対応するＥＤＩＤ記憶部１６に記憶する（ステップＳ７）。制御部１１は、ポートｉの
入出力部１５に対してＰＣ５との接続の遮断及び復帰を行わせることにより、このＰＣ５
に新たなＥＤＩＤを取得させる（ステップＳ８）。
【００５９】
　次いで制御部１１は、全てのポートについて処理を終了したか否かを判定する（ステッ
プＳ９）。未処理のポートが存在する場合（Ｓ９：ＮＯ）、制御部１１は、変数ｉの値に
１を加算し（ステップＳ１０）、ステップＳ３へ処理を戻して上述の処理を全ポートに対
して行う。全てのポートについて処理を終了した場合（Ｓ９：ＹＥＳ）、制御部１１は、
表示制御処理を終了する。
【００６０】
＜設定画面＞
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　本実施の形態に係るモニタ１は、ＰｂｙＰ機能及びＰｉｎＰ機能に関する設定を受け付
けるために、表示部２に設定変更画面を表示する。設定変更画面は、例えば表示部２の表
示領域の略中央に、ＰＣ５からの出力画像が表示部２に表示されている場合にはこの画像
上に重ねて、表示される。即ち設定変更画面は、いわゆるＯＳＤ（On-Screen Display）
表示される。また本実施の形態に係るモニタ１が表示する設定変更画面は、階層構造をな
しており、ユーザの操作に応じて複数の画面が切り替わって表示される。
【００６１】
　図１０～図１２は、設定変更画面の表示例である。例えばモニタ１に設けられた設定ボ
タンに対するプッシュ操作がなされた場合などに、モニタ１の制御部１１は、設定変更に
関する項目が一覧表示されたメニューのトップ画面（図示は省略する）を表示部１２に表
示する。このトップ画面において表示態様に関する設定項目の選択を設定受付部１３が受
け付けた場合、制御部１１は、図１０上段に示すような表示態様の選択を受け付ける画面
を表示する。この表示態様選択画面では、”ＰｂｙＰ”、”ＰｉｎＰ”又は”Single”の
いずれかを選択することが可能である。なお”Single”は、１つのＰＣ５の出力画像を表
示部２の表示領域全体に表示し、他のＰＣ５の出力画像は表示しない表示態様である。
【００６２】
　例えば図１０上段の表示態様選択画面にて”ＰｂｙＰ”の選択を設定受付部１３が受け
付けた場合、制御部１１は、ＰｂｙＰ機能に関する種々の設定を行うためのＰｂｙＰ設定
画面を表示部１２に表示する（図１０下段参照）。ＰｂｙＰ設定画面においては、”Colo
r Mode”、”Sound Source”、”Layout”及び分割領域に対するポート割り当て等の設定
を行うことができる。なお、”Color Mode”及び”Sound Source”の設定については説明
を省略する。”Layout”の設定では、図４Ａ～Ｅにて示した表示画面の分割態様のいずれ
かを選択することができる。”Layout”の設定にて選択されたレイアウトに基づいて、Ｐ
ｂｙＰ設定画面には表示態様を示す模式図が表示される。図１０下段に示す例では、表示
領域を左右に２分割した表示態様が模式図として示されている。この模式図には各分割領
域に番号が付され、ＰｂｙＰ設定画面には、この番号に基づく分割領域とポートとの対応
が、模式図の左隣に表示される。図示の例では、２分割された左側領域にポート１が対応
付けられ、右側領域にポート２が対応付けられている。
【００６３】
　例えば図１０下段のＰｂｙＰ設定画面にて”Layout”の設定項目の選択を設定受付部１
３が受け付けた場合、制御部１１は、ＰｂｙＰのレイアウトを選択するためのレイアウト
選択画面を表示部１２に表示する（図１１上段参照）。レイアウト選択画面においては、
図４に示した５つのレイアウトがＬａｙｏｕｔ１～５として表示され、いずれか１つのレ
イアウトを選択することができる。
【００６４】
　例えば図１１上段のレイアウト選択画面にてＬａｙｏｕｔ５の選択を設定受付部１３が
受け付けた場合、制御部１１は、設定変更画面の表示をＰｂｙＰ設定画面へ戻す（図１１
下段参照）。このときに表示されるＰｂｙＰ設定画面は、レイアウト選択画面での選択内
容が反映されたものとなる。図１１下段に示す例では、”Layout”の設定としてＬａｙｏ
ｕｔ５が選択されており、表示領域を４分割した表示態様が模式図として示されている。
【００６５】
　例えば図１１下段のＰｂｙＰ設定画面にて分割領域１に対するポート割り当ての設定の
選択を設定受付部１３が受け付けた場合、制御部１１は、分割領域１に対して割り当てる
ポートを選択するためのポート選択画面を表示部１２に表示する（図１２上段参照）。ポ
ート選択画面においては、モニタ１の４つのポート（即ち入出力部１５）を識別するため
の名称の一覧などが表示され、ユーザはこれらから１つを選択することができる。図１２
上段に示す例では、”DisplayPort1”、”DisplayPort2”、”HDMI”及び”DVI”の４つ
の名称がポート選択画面に選択肢として表示されている。
【００６６】
　例えば図１２上段のポート選択画面にて”DisplayPort2”の選択を設定受付部１３が受
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け付けた場合、制御部１１は、設定変更画面の表示をＰｂｙＰ設定画面へ戻す（図１２下
段参照）。このときに表示されるＰｂｙＰ設定画面は、ポート選択画面での選択内容が反
映されたものとなる。図１２下段に示す例では、分割領域１に対して”DisplayPort2”が
割り当てられ、これにより分割領域２に対して”DisplayPort1”が割り当てられている。
【００６７】
　このようにモニタ１は、設定受付部１３が種々の設定変更の操作を受け付けるため、表
示部２に設定変更画面を表示する。本実施の形態に係る設定変更画面は、下記のような階
層構造をなしている。
　第１階層：トップ画面（図示略）
　第２階層：表示態様選択画面（図１０上段）、他（図示略）
　第３階層：ＰｂｙＰ設定画面（図１０下段他）、ＰｉｎＰ設定画面（図示略）、シング
ル設定画面（図示略）
　第４階層：レイアウト選択画面（図１１上段）、ポート選択画面（図１２上段）、他（
図示略）
【００６８】
　即ちモニタ１の制御部１１は、まず第１階層のトップ画面を表示し、トップ画面での操
作に応じて第２階層の表示態様選択画面又はその他の画面を表示する。制御部１１は、第
２階層の表示態様選択画面での操作に応じて、第３階層のＰｂｙＰ設定画面、ＰｉｎＰ設
定画面又はシングル設定画面を表示する。制御部１１は、第３階層のＰｂｙＰ設定画面で
の操作に応じて、第４階層のレイアウト選択画面、ポート選択画面又はその他の画面を表
示する。各階層の画面において設定が完了した場合、制御部１１は、１つ上の階層の画面
を表示する。このように階層構造の設定変更画面を採用することにより、ユーザが設定変
更を行う際の操作性を向上することができる。
【００６９】
＜まとめ＞
　本実施の形態に係る表示システムでは、複数のＰＣ５からの出力画像がモニタ１へ入力
され、モニタ１の画像生成部１２が複数の入力画像を適宜に配置した表示用画像を生成し
て表示部２に表示する処理を行う。モニタ１の制御部１１は、画像表示の解像度に関する
情報を含むＥＤＩＤ（表示仕様情報）を各ＰＣ５へ与えることによって、ＰＣ５が出力す
る画像の解像度を制御する。このときにモニタ１は、解像度が異なるＥＤＩＤを複数のＰ
Ｃ５に対して与えることができる。
【００７０】
　これによりモニタ１は、表示用画像における各入力画像の解像度に適したＥＤＩＤを各
ＰＣ５へ与え、各ＰＣ５に所望の解像度の画像を出力させることができる。表示用画像に
おける各入力画像の解像度がそれぞれ異なるものであっても、モニタ１は解像度が異なる
ＥＤＩＤを各ＰＣ５へ与えることが可能である。モニタ１は、所望の解像度の入力画像を
取得することができ、画像の縮小処理などを行うことなく表示用画像を生成して表示部２
に表示することができる。
【００７１】
　また本実施の形態においては、モニタ１の設定受付部１３が表示用画像の生成条件に係
る設定を受け付けて、受け付けた設定に応じた表示用画像を画像生成部１２が生成して表
示部２に表示する。例えば表示部２の表示領域を複数に分割して各分割領域にＰＣ５から
の画像を表示するＰｂｙＰ機能の場合、表示領域の分割態様に係る設定（レイアウトの選
択）、又は、各分割領域と表示する入力画像との対応付けに係る設定（ポートの選択）等
を設定受付部１３が受け付けることができる。また例えば一の画像の所定領域内に他の画
像を配置した画像表示を行うＰｉｎＰ機能の場合、一の画像及び他の画像と入力画像との
対応付けに係る設定、又は、所定領域の大きさに係る設定等を設定受付部１３が受け付け
ることができる。これらの設定は、表示する各画像の解像度が変更される可能性がある設
定である。
【００７２】
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　モニタ１の制御部１１は、設定受付部１３がこれらの設定の変更を受け付けた場合に、
各ＰＣ５へ新たな設定に応じたＥＤＩＤを与えて、変更された設定に応じた解像度の画像
を各ＰＣ５に出力させる。ただし制御部１１は、設定変更の前後で解像度の変更を要しな
いＰＣ５に対してはＥＤＩＤを与えない。これによりＰＣ５の処理負荷の増大を抑制でき
る。
【００７３】
　またモニタ１は、例えば上述のように設定が変更されても解像度が変更されない場合な
ど、特定の条件を満たすＰＣ５に対してはＥＤＩＤを与えず、これ以外の画像出力装置へ
はＥＤＩＤを与える。特定の条件は、これに限らず、例えばユーザがＥＤＩＤを与えない
旨を設定したＰＣ５、又は、ＥＤＩＤの取得などの機能を有していないＰＣ５等の条件で
あってもよく、更にこれら以外の条件であってもよい。
【００７４】
　なお本実施の形態においては、モニタ１に表示する画像を生成して出力する装置をＰＣ
５としたが、これに限るものではなく、画像出力装置は例えばデジタルカメラ、ビデオカ
メラ、ハードディスクレコーダ、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）プレーヤ又はゲーム
機等であってもよい。またモニタ１には４つのＰＣ５を接続可能な構成としたが、これに
限るものではなく、モニタ１は３つ以下又は５つ以上のＰＣ５を接続可能な構成であって
もよい。また本実施の形態においてモニタ１は、表示部２の表示領域を分割して複数の画
像を表示するＰｂｙＰ機能、及び、一の画像の所定領域内に他の画像を配置して表示する
ＰｉｎＰ機能の両機能を備える構成としたが、これに限るものではなく、ＰｂｙＰ機能又
はＰｉｎＰ機能のいずれか一方を備える構成としてもよい。また複数画像の表示方法は、
ＰｂｙＰ又はＰｉｎＰに限らず、その他の種々の方法を採用し得る。
【００７５】
　また本実施の形態において各ＰＣ５が出力する画像は１つとしたが、これに限るもので
はない。１つのＰＣ５が複数の画像を出力する構成であってもよい。例えば１つのＰＣ５
が２つの画像を出力する構成である場合、モニタ１は、ＰｂｙＰの表示を行う際に、２つ
の分割領域を利用して、１つのＰＣ５からの２つの画像を表示する構成とすることができ
る。なおこの構成においてモニタ１は、２つの入出力部１５に２本のケーブルを介して１
つのＰＣ５に接続される。モニタ１は、２つの入出力部１５に接続されたＰＣ５が１つの
ＰＣ５であるか又は２つのＰＣ５であるかを判断する必要はない。２本のケーブルを介し
てモニタ１に接続されたＰＣ５は、各ケーブルを介してモニタ１からＥＤＩＤを取得し、
取得したＥＤＩＤに応じた解像度の画像を生成して出力する。
【００７６】
　（変形例１）
　図１３は、変形例１に係る表示システムの構成を示す模式図である。変形例１に係る表
示システムは、モニタ２０１と複数のＰＣ５との間に表示制御装置２１０が介在する構成
である。表示制御装置２１０の構成は、図２に示したモニタ１の表示制御部１０と略同じ
構成である。即ち表示制御装置２１０は、４つの入出力部１５に４つのＰＣ５を接続する
ことが可能であり、４つのＰＣ５からの入力画像を適宜に配置した表示用画像を画像生成
部１２が生成してモニタ２０１へ出力する。モニタ２０１は、表示制御装置２１０から与
えられた表示用画像を表示すればよい。
【００７７】
　なお変形例１に係る表示制御装置２１０の構成は、図２に示したモニタ１の表示制御部
１０の構成と略同じである。表示制御装置２１０は、４つの入出力部１５に入力された画
像に基づいて画像生成部１２がＰｂｙＰ又はＰｉｎＰ等の表示用画像を生成し、画像生成
部１２が生成した画像を出力する。表示制御装置２１０及びモニタ２０１は、画像信号伝
達用のケーブルなどを介して接続され、表示制御装置２１０が出力した画像はこのケーブ
ルを介してモニタ２０１へ入力される。モニタ２０１は、入力された画像を表示するのみ
で、ＰｂｙＰ又はＰｉｎＰ等の画像表示を行うことができる。
【００７８】
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　（変形例２）
　変形例２に係る表示システムでは、複数の解像度に対応する全てのＥＤＩＤをモニタ１
が記憶しておくのではなく、各ＰＣ５が記憶しておく。例えば各ＰＣ５は解像度が異なる
５つのＥＤＩＤ（ＥＤＩＤ０～ＥＤＩＤ４）をそれぞれ記憶しておく。モニタ１は、解像
度の変更が必要な場合、変更対象のＰＣ５に対してＥＤＩＤの番号（０～４）を指定した
変更命令を与える。モニタ１から変更命令を与えられたＰＣ５は、指定された番号のＥＤ
ＩＤを読み出し、読み出したＥＤＩＤに応じた解像度の画像を生成してモニタ１へ出力す
る。
【００７９】
　（変形例３）
　上述の実施の形態においては、モニタ１が記憶部１４の全ＥＤＩＤ記憶部１４ａに複数
のＥＤＩＤを記憶しておき、ＰｂｙＰ又はＰｉｎＰ等の設定変更に応じて制御部１１が適
切なＥＤＩＤを全ＥＤＩＤ記憶部１４ａから読み出して各ＥＤＩＤ記憶部１６へ与える構
成としたが、これに限るものではない。
【００８０】
　変形例３に係るモニタ１は、各ＥＤＩＤ記憶部１６が全てのＥＤＩＤを記憶している。
設定受付部１３がＰｂｙＰ又はＰｉｎＰ等に関する設定変更を受け付けた場合、制御部１
１は、受け付けた設定に応じて、各ＥＤＩＤ記憶部１６に対していずれのＥＤＩＤを用い
るかの指令を与える。
【００８１】
　各ＥＤＩＤ記憶部１６は、制御部１１から与えられた指令に応じて、記憶している全て
のＥＤＩＤの中から、いずれのＥＤＩＤを用いるかを決定する。ＥＤＩＤ記憶部１６は、
対応する入出力部１５に接続されたＰＣ５からＥＤＩＤの取得要求が与えられた場合、制
御部１１からの指令に応じたＥＤＩＤをこのＰＣ５へ与える。ただしモニタ１は、設定変
更を受け付けた場合であっても、解像度が変更されないＰＣ５に対してはＥＤＩＤを与え
ない。
【符号の説明】
【００８２】
　１　モニタ（表示装置）
　２　表示部
　５　ＰＣ（画像出力装置）
　１０　表示制御部（表示制御装置）
　１１　制御部
　１２　画像生成部（生成部）
　１３　設定受付部
　１４　記憶部
　１４ａ　全ＥＤＩＤ記憶部
　１４ｂ　設定記憶部
　１５　入出力部（画像入力部）
　１６　ＥＤＩＤ記憶部
　５１　処理部
　５２　操作部
　５３　画像生成部
　５４　入出力部
　５５　ＥＤＩＤ記憶部
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